




は じ め に
《現実（Wirklichkeit）》というものは、……私が現にそこに存在するもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
として（als daseiende）、眼前に見いだすものなのであり、そして私は、
その現実を、それが私に対しておのれを与えてくる通りに
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、実際また
4 4 4 4
現にそこに存在するものとして
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、受け取るのである
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《意味の統一
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つけるある必然的な形式
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力が人一倍弱い




















































Bd. III?₁, Ideen zu einer reinen Phänomenologie und phänomenologischen
　　　　　Philosophie. Erstes Buch. Allgemeine Einführung in die reine
　　　　　Phänomenologie, hrsg. von K. Schumann. ₁₉₇₆.
　　　　　渡辺二郎訳『イデーンⅠ』全二冊、みすず書房、₁₉₇₉, ₁₉₈₄.
Bd. IV, Ideen zu einer reinen Phänomenologie und phänomenologischen
　　　　　Philosophie. Zweites Buch. Phänomenologische Untersuchungen zur

























































₁₀） 第一章 d の純粋自我に身体が欠落するという疑念について。ここで示されたよ
うに、自我の発達の各段階には、身体の発達も常にかかわっている。この身体の
能力性と相関的に、根源的に世界が分節され、感覚射映が生じるのである。した
がって、どのようなコギトであろうと身体およびそれに基づく能力性との関わり
は外すことができないのである。
 （元本学任期制助教　哲学）
 〈キーワード〉純粋自我、人格、能力
